
人間総合学群学修到達度確認表

教育　目標 学修指針 レベル 4（秀） レベル 3（優） レベル 2（良） レベル 1（可）
自立した現代
女性にふさわ
しい教養力と
人間性の養成

DP 1

教養力 広く社会・自然・人間に
ついて多角的な知見を有
し、論点を整理しながら、
解決へ向けて確実に探求
し続けることができる。

広く社会・自然・人間に
ついて、多くの情報を適
切に取捨選択しながら整
理し、問題意識を深めて
いくことができる。

身の回りの事象につい
て、複数の資料に目を通
し、問題点を整理するこ
とができる。

身の回りのさまざまな事
象ついて、関心を持つこ
とができる。

人間性 社会的ルールを遵守しつ
つ、仏教をはじめとして、
人間存在に関する深い洞
察を学び、人格的向上を
目指すことができる。

多くの社会的価値観に触
れ、柔軟なものの見方を
身につけたうえで、社会
のルールの基となる人間
性に気付くことができる。

自身の健康に気を配り、
社会のマナーやルールを
守り、自分の周囲の人々
の行動にも配慮すること
ができる。

自身の健康に気を配り、
社会のマナーや集団での
ルールを守ることができ
る。

自己実現のた
めのコミュニ
ケーション力
と社会性の養
成

DP 2

コ ミ ュ ニ
ケーション
力

自らの考えを論理的に口
頭で説明したり、高度な
内容を、読者の反応を予
想しつつ的確で効果的な
表現を用いつつ文章化し
たりすることができる。

自らの考えを論理的に口
頭で説明したり、読者の
反応を予想しつつ、的確
な表現を選びながら文章
にまとめたりすることが
できる。

自らの考えをわかりやす
く口頭で説明したり、簡
潔な表現で文章にまとめ
たりすることができる。

自らの考えを口頭で説明
したり、メモにまとめた
りすることができる。

社会性 現代社会の仕組みを深く
理解し、自立した社会人
としての責任感を身につ
け、ボランティア活動な
ど、社会をよりよくするた
めの活動に参加すること
ができる。

現代社会の仕組みを理解
したうえで、よりよい社
会を目指して一市民とし
て社会活動に参加しよう
とすることができる。

政治や経済など、現代社
会の仕組みを理解し自分
なりに問題点を見出すこ
とができる。

現代社会の仕組みに関し
てある程度説明すること
ができる。

社会的責務を
果たすことの
できる専門力
と判断力の養
成

DP 3

専門力 専門分野に関する深い知
識を有し、当面する諸問
題に適切に応用しつつ、
新たな知見を求めて自ら
すすんで学習活動を維持
することができる。

専門分野に関する深い知
識を有し、当面する諸問
題に適切に応用しつつ、
自分なりの発見を目指そ
うとすることができる。

専門分野に関する知識を
備え、各種の知識を自ら
が当面する問題に応用す
ることができる。

専門分野に関する概念や
専門用語が理解できる。

判断力 授業や書物等から得た知
識について、実証的に、
論理的に批判し、その批
判から新しい独自の考えを
育てていくことができる。

授業や書物等から得た知
識について、その反証と
なる実例を挙げつつ、論
理的に批判することがで
きる。

授業や書物等から得た知
識について、論理的に矛
盾点を見出し批判するこ
とができる。

授業や書物等から得た知
識について批判的に対す
ることができる。

文化の創造的
担い手となる
ための技術力
と実践力の養
成

DP 4

技術力 各専門分野に必要となる
高度な技術力を修得し、
それに見合う各種資格等
を取得し、さらに自らの
技術を磨きつづけようと
することができる。

専門分野の技能に習熟し
たうえで、各種資格を取
得したり、各種検定等に
合格したりすることがで
きる。

専門分野で必要とされる
基本技術を応用し物事に
対応することができる。

専門分野で必要とされる
基本技術を身につけるこ
とができる。

実践力 自らすすんで眼前の問題
と向かい合い、自分なり
の方法論を駆使して、計
画性をもって解決にまで
導くことができる。

自らすすんで眼前の問題
と向かい合い、解決法を
考え、解決に向けて実行
すべき手順を把握するこ
とができる。

自らすすんで眼前の問題
と向かい合い、解決を求
めて模索することができ
る。

眼前にある課題に対し
て、その問題点を把握す
ることができる。



日本文化専攻学修到達度確認表

教育　目標 学修指針 レベル 4（秀） レベル 3（優） レベル 2（良） レベル 1（可）
日本文化に関
する幅広い教
養力と、豊か
な人間性の養
成

DP 1

教養力 日本の文化・歴史・文学・
言語について、複数の情
報を適切に整理し問題解
決に向けて多角的に知見
を広げようとすることが
できる。

日本の文化・歴史・文学・
言語について、複数の情
報を取捨選択しながら整
理し、問題意識を深めて
いくことができる。

日本文化の事象につい
て、複数の情報に目を通
し、問題点を見出すこと
ができる。

日本文化のさまざまな事
象について、関心をもつ
ことができる。

人間性 日本社会の秩序や慣習を
踏まえた人間存在に関す
る深い洞察力を持ち、人
格的向上を目指すことが
できる。

さまざまな日本の価値観を
理解し、柔軟なものの見方
を身につけ、日本社会の秩
序や慣習を踏まえた人間
性に気付くことができる。

日本の文化に裏付けられ
た価値観に触れ、自分の
周囲の人々の行動にも配
慮することができる。

日本の文化に裏付けられ
た秩序やさまざまな価値
観に関心を持つことがで
きる。

社会人として
必要な日本語
の コ ミ ュ ニ
ケーション力
と、社会性の
養成

DP 2

コ ミ ュ ニ
ケーション
力

さまざまな知識に基づいた
自らの考えを異なる意見の
存在を意識しつつ、論理的
に口頭で説明したり、適切
に文章化することができる。

自らの考えを論理的に口
頭で説明したり、的確な
表現を選びながら文章に
まとめたりすることがで
きる。

自らの考えを効果的に口
頭で説明したり、簡潔な
表現で文章にまとめたり
することができる。

自らが理解したことを正
確に説明したり、相手の
話を的確に聞き取ったり
することができる。

社会性 現代の日本社会の仕組み
を深く理解し、自立した
社会人にふさわしい責任
感を持って共同作業に従
事することができる。

現代の日本社会の仕組み
を理解し、他者とスムー
ズに共同作業をすること
ができる。

現代の日本社会の仕組み
を理解し、自分なりに問
題点を見出すことができ
る。

社会の仕組みに関心を持
ち他者と関わろうとする
ことができる。

日本文化に関
す る 専 門 力
と、諸問題に
対する的確な
判断力の養成

DP 3

専門力 日本文化に関する深い専
門知識を持ち、さまざま
な問題に適切に応用しつ
つ、新たな知見を求めて
自らすすんで学習活動を
維持することができる。

日本文化の専門知識を深
く理解し、さまざまな問
題に適切に応用しつつ、
自らの考えを持つことが
できる。

日本文化の専門知識を持
ち、自らが関心を持つ問
題に応用することができ
る。

日本文化に関する基本概
念や専門用語を理解し、
説明することができる。

判断力 授業や書物等から得た日
本文化の知識について、
実証的に批判し、独自の
論理的な考えを育ててい
くことができる。

授業や書物等から得た日本
文化の知識について、その
根拠となる資料を挙げつ
つ、論理的に批判しつつ考
察を深めることができる。

授業や書物等から得た日
本文化の知識について、
論理的に問題点を見出し
考察することができる。

授業や書物等から得た日
本文化の知識について、
問題点を見出すことがで
きる。

日本文化の創
造的担い手と
な る 技 術 力
と、社会で活
用していく実
践力の養成

DP 4

技術力 日本文化の諸分野につい
て、独自の分析方法を確立
し、情報等に関する優れた
技術を用いて適切に課題
解決をすることができる。

日本文化の諸分野につい
て、さまざまな分析方法
や、情報などに関する諸
技術を用いて、的確に解
決することができる。

日本文化の諸分野につい
て、身につけた分析方法
や、情報などのさまざま
な技術を活用することが
できる。

日本文化の諸分野につい
て、分析する方法や、情
報に関する技術を身につ
けようと努力することが
できる。

実践力 日本文化の問題に対して、
積極的に向かい合い、独
自の方法論を駆使して、
計画的に解決まで努力し
続けることができる。

日本文化の問題に対し
て、自ら進んで問題点を
解決できるように計画を
立てて実行することがで
きる。

日本文化の問題に対し
て、自らすすんで向かい
合い、その解決を模索す
ることができる。

日本文化の問題に対し
て、その問題点に取り組
もうとすることができ
る。



人間関係専攻学修到達度確認表

教育　目標 学修指針 レベル 4（秀） レベル 3（優） レベル 2（良） レベル 1（可）
人間関係につ
いての基礎的
な教養と、人
間性への深い
理解力の養成　

DP 1

教養力 人間関係に関する十分
な 基 礎 的 教 養 を 有 し、
さらにそれを自分で高
めていくことができる。

人間関係に関する基礎
的な知識を有し、それ
を高める方法を知って
いる。

自分自身の人間関係に
関する基礎的な知識で、
足りない部分を認識で
きる。

人間関係について、自
分の知っていることを
述べることができる。

人間性 自立した人間としての
思考力を有し、自分自
身を理解し自己の価値
観・世界観を確立して
いる。

自立した思考の必要性
を理解し、自分自身の
価値観を構築しようと
努力している。

自分自身について客観
的に見つめることがで
きるようになる。

自分らしさとは何かを
考えるようになる。

他人に共感し
理 解 す る コ
ミュニケーショ
ン力と、社会
に積極的にか
かわろうとす
る自立した思
考力の養成

DP 2

コ ミ ュ ニ
ケーション
力

他人に共感し理解でき
る力を有する。また多
様な価値観に応じて柔
軟に自分自身を主張・
発信することができる。

他者の存在を公平に認
識し、それに対して理
解し共感しながら自分
の意見を発信できる。

他者の存在を公平に認
識し、それに対して理
解し共感することがで
きる。

他者の存在を認めるこ
とができ、それぞれの
価値観があることを理
解している。

社会性 積極的に多様な集団や
社会とかかわることが
でき、自己の役割を考
え貢献できるよう努力
し達成する力がある。

グループワークなど集
団作業において目標を
自覚し、自分の役割を
考え達成するよう努力
できる。

チームワークを理解し、
その一員として積極的
にかかわろうとする意
欲があり、実行できる。

集団活動のメンバーと
して何が求められてい
るか、必要な要素を知
ることができる。

人間関係に関
する専門的な
知識と、人間
社会の多様な
あり方を理解
し的確な判断
ができる適応
力 の 養 成　

DP 3

専門力 専攻するテーマを中心
に、人間関係に関する
専 門 的 な 知 識 を 有 し、
そ れ を 高 め る 方 法 を
知っている。

専攻するテーマについ
て、多角的に情報を整
理したうえで根拠を示
しつつ考察することが
できる。

専攻するテーマについ
て、多角的に情報を整
理することができる。

専攻するテーマについ
て、情報を集めること
ができる。

判断力 人間や社会に関して直
面する諸問題について
課題を発見し、自分な
りの解決策を見つける
ことができる。

人間や社会に存在する
多様な問題について自
己 の 視 点 か ら 分 析 し、
自分の言葉で論じるこ
とができる。

人間や社会におけるさ
まざまな問題を自己の
関心に即して具体的に
挙げることができる。

人間や社会に関するさ
まざまな問題があるこ
とを理解する力がある。

社会と文化に
関する知識を
日々の暮らし
の中で生かせ
る 技 術 力 と、
多様な問題に
対して解決へ
自ら行動する
実践力の養成　

DP 4

技術力 社会と文化に関して学
んだ知識・技術を自分
の生活に取り込む適応
力があり、さらにそれ
を高めることができる。

社会と文化に関して学
んだ知識や技術を自己
の生活に生かそうと努
力できる。

社会と文化に関しての
知識や技術と、自分の
生活との関連性を認識
できる。

社会と文化に関しての
知識や技術を自分のも
のにしている。

実践力 生活するなかで起きる
多様な問題に積極的に
取り組む行動力と、解
決できる実行力を有す
る。

生活するなかで起きる
多様な問題に自分なり
に取り組む行動力と解
決できる実行力がある。

生活するなかで起きる
多様な問題に自分なり
に取り組む行動力があ
る。

生活するなかで起きる
多様な問題に自分なり
に取り組もうと努力す
る。



英語コミュニケーション専攻学修到達度確認表

教育　目標 学修指針 レベル 4（秀） レベル 3（優） レベル 2（良） レベル 1（可）
世 界 の 言 語

（英語）・社会・
文化等に関す
る基本的な知
識 の 獲 得 と、
多様な価値観
を受容するこ
とができる豊
かな人間性の
育成

DP 1

教養力 英語および英語圏の社
会と文化に関する知識
を体系化し、高度な文
化的交流を実践するこ
とができる。

英語および英語圏の社
会と文化に関する幅広
い知識があり、一般的
な文化的交流を実践す
ることができる。

英語および英語圏の社
会と文化に関する基礎
的な知識があり、文化
的交流の意義を理解し
て、自発的に参加する
ことができる。

英語および英語圏の社
会と文化に関する基礎
的な知識があり、文化
的交流の重要性を理解
することができる。

人間性 世界の言語（英語）・社
会・文化に人間存在の
普遍性を見出し、世界
市民として行動するこ
とができる。

世界の言語（英語）・社
会・文化に人間存在の
普遍性を見出し、世界
市民としての自覚を持
つことができる。

世界の言語（英語）・社
会・文化に人間存在の
普遍性を見出し、世界
市民としての規範を遵
守することができる。

世界の言語（英語）・社
会・文化に人間存在の
普遍性を見出し、世界
市民としての規範を理
解することができる。

社会人にふさ
わしい教養・
語学力・表現
力 と と も に、
社会の一員と
して主体的に
活動する意欲
と責任感の育
成

DP 2

コ ミ ュ ニ
ケーション
力

幅広い話題について相
手の意図を理解し、自
分の考えを英語や日本
語で正確に表現しなが
ら議論することができ
る。

一般的な話題について
相 手 の 意 図 を 理 解 し、
自分の考えを英語や日
本語で主張しながら議
論することができる。

自分の専門分野の話題
について相手の意図を
理解し、自分の考えを
英語や日本語で述べな
がら議論することがで
きる。

自分に関わりのある話
題について相手の意図
を理解し、自分の考え
を英語や日本語で述べ
ながら意見交換するこ
とができる。

社会性 自らの社会的な使命と
責任を自覚し、主体的
に社会的な活動を全う
することができる。

自らの社会的な使命と
責任を自覚し、主体的
に社会的な活動に取り
組むことができる。

自らの社会的な使命と
責任を理解し、社会的
な活動において、役割
を全うすることができ
る。

自らの社会的な使命と
責任を理解し、社会的
な活動において、役割
を担うことができる。

世 界 の 言 語
（英語）・社会・
文化等に関す
る専門的な知
識 の 獲 得 と、
様々な問題に
対 す る 分 析
力・判断力の
育成

DP 3

専門力 専門領域の先行研究と
関連分野の情報を収集
し、知識を体系化して
活用することができる。

専門領域の先行研究と
関連分野の情報を収集
し、知識を整理して活
用することができる。

専門領域の先行研究を
中心に、様々な情報を
収集し、整理すること
ができる。

専門領域の先行研究を
中心に、様々な方法を
活用して情報を収集す
ることができる。

判断力 研究領域の先行研究を
批判的に分析し、独自
の主張を論理的に展開
することができる。

研究領域の先行研究を
批判的に分析し、反証
をあげながら評価する
ことができる。

研究領域の先行研究を
分析し、論理的な矛盾
点を見出し指摘するこ
とができる。

研究領域の先行研究を
分析し、主張の正当性
を冷静に評価すること
ができる。

世 界 の 言 語
（英語）・社会・
文化等に関す
る専門的な知
識を広く応用
して、社会に
還元する技術
力と実践力の
育成

DP 4

技術力 研究を日本語や英語を
使って論理的で説得力
のあるレポートやプレ
ゼンテーションにまと
め、質疑応答ができる。

研究を日本語や英語を
使って論理的で説得力
のあるレポートやプレ
ゼンテーションにまと
め、発表することがで
きる。

研究や調査を統一的な
手法で日本語や英語を
使ってレポートやプレ
ゼンテーションにまと
め、発表することがで
きる。

研究に関する情報を収
集し、日本語や英語を
使って統一的な手法で
レ ポ ー ト や プ レ ゼ ン
テーションにまとめる
ことができる。

実践力 問題を自ら発見し、主
体的・計画的な取り組
みを通して、解決策を
導くことができる。

問題を自ら発見し、主
体的・計画的な取り組
みを通して、解決策を
考えることができる。

所与の問題に主体的に
取り組み、様々な解決
策を検討し、提示する
ことができる。

所与の問題に取り組み、
様々な解決策を網羅的
に検討することができ
る。



観光文化学類学修到達度確認表

教育　目標 学修指針 レベル 4（秀） レベル 3（優） レベル 2（良） レベル 1（可）
観光・文化に
関する学際的
な教養と、多
様な文化や価
値観を受容す
ることができ
る豊かな人間
性の養成

DP 1

教養力 観光・文化に関する知識
を他の分野の知識と関連
付け、さまざまな状況で
活用することができる。

観光・文化に関する知識
を他の分野の知識と関連
付けて、特定の状況で活
用することができる。

観光・文化に関する知識
と他の分野の知識を関連
付けることができる。

観光・文化に関する知識
を自らの経験と関連付け
ることができる。

人間性 文化的背景の異なる人た
ちの視点を理解し、相手
を尊重することができ
る。

文化的背景の異なる人た
ちと積極的に交流し、相
手を受け入れることがで
きる。

文化的背景の異なる人た
ちとの交流に参加し、異
なる価値観に気づくこと
ができる。

文化的背景の異なる人た
ちに対して関心を持つこ
とができる。

社会人にふさ
わしいコミュ
ニケーション
力と、目標達
成に向けて他
者と良好な関
係を築きなが
ら活動できる
社会性の養成

DP 2

コ ミ ュ ニ
ケーション
力

相手の立場に配慮した言
葉や態度で、自信をもっ
て意見を述べ、質疑応答
ができる。

相手の立場を理解し、自
分の意見を述べ、質疑応
答ができる。

相手に質問し、相手から
の質問に答えることがで
きる。

相手の意見を聞き、自分
の考えを伝えることがで
きる。

社会性 グループ全体に目を配
り、消極的なメンバーの
参加を促しながら、活動
を円滑に進めることがで
きる。

グループのメンバーの発
言を促し、出された意見
や論点を整理し、活動に
貢献することができる。

グループにおける自分の
役割を見出し、活動に参
加することができる。

自らの社会的な使命グ
ループでの活動に参加す
ることができる。

地域や社会の
抱える課題に
貢献できる専
門性と、観光・
文化に関する
様々な問題に
対する判断力
の養成

DP 3

専門力 分析に基づき、地域や社
会の課題解決に向けた現
実的な提案を行うことが
できる。

地域や社会の課題解決の
ため、収集した情報を評
価し、的確に分析するこ
とができる。

地域や社会の課題解決の
ために必要な情報を様々
な方法で収集することが
できる。

地域や社会の課題に関心
を持ち、情報を収集する
ことができる。

判断力 観光・文化に関する問題
について、データや資料
を批判的に分析しなが
ら、独自の考えを論理的
に展開することができ
る。

観光・文化に関する問題
について、データや資料
を分析し、反証を挙げな
がら、考えをまとめるこ
とができる。

観光・文化に関する問題
について、データや資料
の矛盾点を見出し指摘す
ることができる。

観光・文化に関する問題
について、データや資料
に基づいて考えることが
できる。

多様な文化の
発展に寄与で
きる創造性に
富 む 技 術 力
と、着想を計
画的に実行で
きる実践力の
養成

DP 4

技術力 自ら問いを立て、テーマ
を設定して、レポートを
作成し、説得力のあるプ
レゼンテーションをする
ことができる。

提示されたテーマや問い
に新たな視点を加えなが
ら、レポートを作成し、
プレゼンテーションをす
ることができる。

提示されたテーマや問い
についてのレポートを作
成し、プレゼンテーショ
ンをすることができる。

提示されたテーマや問い
について、何を調査すべ
きか理解できる。

実践力 学外での学びや取得資格
を職業・業界分析や自ら
の進路決定に活かすこと
ができる。

さまざまな学外での実践
的な学びに積極的に参加
するとともに、複数の資
格取得に取り組むことが
できる。

学外での実践的な学びに
参加するとともに、資格
取得に取り組むことがで
きる。

学外での実践的な学びや
資格取得に関心を持つこ
とができる。



心理学類学修到達度確認表

教育　目標 学修指針 レベル 4（秀） レベル 3（優） レベル 2（良） レベル 1（可）
人の心に関す
る広汎な知識
と、人間に対
する深い洞察
力の養成

DP 1

教養力 自己や他者、他者との
関係性、社会との関係
性から、社会的問題や
精神病理について、考
えられる。

自己や他者、他者との
関係性、さらには社会
との関係性について問
題意識を深められる。

自己や他者、そして他
者との関係性について
の心理学的問題を整理
できる。

自己や他者、そして他
者との関係性に関する
心理について、関心を
もつことができる。

人間性 自己、他者、社会につ
いて心理学を基礎に深
く考察し、積極的に自
己実現を実践できる。

自己、他者、社会につい
て心理学を基礎に考察
し、積極的な自己実現を
目指して努力できる。

自己、他者、社会について、
心理学を基礎に考察し、
自己の生き方を考える姿
勢を身につけている。

自己、他者、社会につい
て、心理学を基礎に考察
することに、興味・関心
をもつことができる。

人と人とが織
り成す社会の
中で役立つ日
本語運用能力・
プレゼンテー
シ ョ ン 力 と、
社会の中で自
分の果たす役
割を真摯に追
求する自己実
現力の養成

DP 2

コ ミ ュ ニ
ケーション
力

自 己 実 現 の た め の コ
ミュニケーション力と
社会性を獲得し、自己
一致した達成感をもつ
ことができる。

対人場面や集団内での
役割や行動の理解がで
き、かつ自己を保ちな
がら前向きな集団行動
ができる。

自己理解ができ他者へ
の肯定的な関心で、交
流や会話での脈を汲み
共感できる。

人や他者への関心をも
ち、人と関わる基本的
な心理をもち、あいさ
つ、要求、説明などが
できる。

社会性 現代社会の仕組みを把
握し、自立した社会人
にふさわしい責任感を
持って共同作業に従事
することができる。

現代社会の仕組みを説
明することができ、他
者とスムーズに共同作
業をすることができる。

現代社会の仕組みを一
通り説明することがで
き、共同作業に加わる
ことができる。

現代社会の仕組みに関
して、ある程度説明す
ることができる。

人間の心理に
関する専門的な
知識と、心理
学の知見を活
かしつつ自律
的に判断を示
すことのできる
思考力の養成

DP 3

専門力 先行研究や収集した情
報 を 批 判 的 に 吟 味 し、
そこから独自の問題提
起とその解決法を示す
ことができる。

与えられた専門的テー
マについて、情報を適
切に分析した上で、根
拠を示しつつ考察する
ことができる。

日常の体験を心理学の
専門用語を用いて説明
することができる。

心理学的事象について
関心を持ち、自分なり
の考えを述べることが
できる。

判断力 先行研究について論理
的に批判し、その批判か
ら新しい独自の考えを育
てていくことができる。

先行研究について、そ
の反証となる実例を挙
げつつ、論理的に批判
することができる。

先行研究について、論
理的に矛盾点を見出し
批判することができる。

先行研究について批判
的に対することができ
る。

心理学に関す
る深い学識を
日々の暮らし
の中に活用し
社会に貢献す
るための技術
力と、実践力
の養成

DP 4

技術力 専攻する研究対象につ
いて、適切な分析方法
を用いて説得力のある
結論を発表することが
できる。

専攻する研究対象につ
いて、適切な分析方法
を用いて結果をまとめ
ることができる。

専攻する研究対象につ
いて、一つの分析方法
を用いて結果をまとめ
ることができる。

専攻する研究対象につ
いて、一つの分析方法
を持つことができる。

実践力 心理学的な理論と知見
を用いて、現代におけ
る文化的・社会的な現
象について考察するこ
とができる。

心理学の理論や知見と、
日常的な出来事との関
連性を意識することが
できる。

心理学の理論や知見を
導いているロジックを
正確に理解することが
できる。

心理学という学問領域
の基礎的な知見に興味
をもつことができる。



住空間デザイン学類学修到達度確認表

教育　目標 学修指針 レベル 4（秀） レベル 3（優） レベル 2（良） レベル 1（可）
建築・インテ
リアデザイン
から家具、陶
芸、織物等く
らしの環境に
関する基礎的、
綜合的な知識
と、豊かな人
間性の養成

DP 1

教養力 くらしの環境に関する多
角的な知識を有し、より
良いくらしの環境の創造
を目指すことができる。

くらしの環境に関する基
礎的な知識を有し、自ら
の問題として考えること
ができる。

くらしの環境に関する基
礎的な知識を有し、問題
点を指摘することができ
る。

くらしの環境について、
自分の知っていることを
述べることができる。

人間性 くらしの環境のあり方を
踏まえて広く人間存在に
ついて考察し、より良い
住空間の実現を実践する
ことができる。

くらしの環境のあり方に
ついて問題点を指摘し、
より良い住空間を実現す
るために努力することが
できる。

くらしの環境のあり方に
ついて自分なりのポリ
シーを持ち、自己を表現
することができる。

くらしの環境のあり方に
沿ったルールやマナーを
尊重することができる。

住まいとくらし
の提案が出来
る企画力や発
想力、表 現 力
と共に、十分な
プレゼンテー
ション能力と社
会性の養成

DP 2

コ ミ ュ ニ
ケーション
力

相手の立場を理解し、論
理的で説得力のある口頭
発表ができ、明晰な文章
を書くことができる。

相手の立場を理解し、形
式に沿った口頭発表がで
き、わかりやすい文章を
書くことができる。

相手の意図を理解し、自
らの考えをわかりやすく
説明することができる。

相手の意図を理解し、自
分の考えを述べることが
できる。

社会性 住まいとくらしの問題を
把握し、自立した社会人
にふさわしい責任感を
持って共同作業に従事す
ることができる。

住まいとくらしの問題に
ついて説明することがで
き、他者とスムーズに共
同作業をすることができ
る。

住まいとくらしの問題に
ついて一通り説明するこ
とができ、共同作業に加
わることができる。

住まいとくらしの問題に
ついて説明することがで
き、他者と関わろうとす
ることができる。

住まいとくら
しの提案が出
来る専門的な
知識と、多様
な価値観の存
在を踏まえた
柔軟な思考力
の養成

DP 3

専門力 住まいとくらしに関する
テーマについて論理的に
批判し、その批判から新
しい独自の考えを育てて
いくことができる。

住まいとくらしに関する
テーマについて、多角的
に情報を整理した上で根
拠を示しつつ考察するこ
とができる。

住まいとくらしに関する
テーマについて、多角的
に情報を整理し、処理す
ることができる。

住まいとくらしに関する
テーマについて、情報を
集め、処理することがで
きる。

判断力 住まいとくらしに関する
事例について論理的に批
判し、その批判から新し
い独自の考えを育ててい
くことができる。

住まいとくらしに関する
事例について、その反証
となる実例を挙げつつ、
論理的に批判することが
できる。

住まいとくらしに関する
事例について、論理的に
問題点を見出し考察する
ことができる。

住まいとくらしに関する
事例について問題点を見
出すことができる。

住まいとくら
しの空間デザ
インを提案で
きる多様な技
術力と、それ
を社会の中で
広く応用して
いく実践力の
養成

DP 4

技術力 住空間デザインに関する
多様な技術力を有し、幅
広い視点から問題に向き
合い、実践することがで
きる。

住空間デザインに関する
多様な技術力を有し、課
題に応じて実践すること
ができる。

住空間デザインに関する
基礎的な技術力を有し、
自分なりに応用しながら
実践することができる。

住空間デザインに関する
基礎的な技術力を有し、
実践することができる。

実践力 自らすすんで問題を見つ
け、解決に向けた計画手
順を立て、実践すること
ができる。

自らすすんで問題を見つ
け、解決に向けた計画手
順を立てることができ
る。

与えられた問題に対し
て、解決に向けた計画手
順を立て、実践すること
ができる。

与えられた問題に対し
て、解決に向けた計画手
順を立てることができ
る。




